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福島県大沼郡三島町　みしままち
三島町は、福島県の西部を流れる只見川
沿いの小さな町です。優良な「会津桐」
の産地として知られるほか、小正月の行
事「サイノカミ」や、野山の材料で作る「編
み組細工」などの伝統が受け継がれ、「日
本で最も美しい村」連合に加盟していま
す。

主 な 内 容
Ｔｏｗｎ　Ｍｅｍｏｒｉｅｓ①・②  ２
町を支える新しい力 　　　　　　 ５
地域おこし協力隊特集記事　　　  ５
町民記者通信　　　　　　　　　 ６
図書コーナー　　　　　　　　　  ８
昔話（グズとカメ）　　　　　　　８
町史編さん室だより　　　　　　  ９
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ①・②　　１０
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川
井
・
大
登
合
同
班

TownMemories 6・7 月①
み　し　ま　　日　々　の　出　来　事

花が町を彩る
　各地区で花植え作業が行われる

　6 月 24 日と 25 日に町内の
国県道沿いの花植え作業が行
われました。あいにくの雨の
中、町交通安全母の会や各地
区のボランティアの皆さんが、
県から配布されたマリーゴー
ルドやサルビア、ベコニアな
どの苗を植えました。この花
植えは県のフラワーロード事
業による委託を受けて毎年実
施されているものです。

　7 月１日、町民センターで郷土料理を子どもたち
に伝える「おばあちゃんの味」が行われました。「お
ばあちゃんの味」は、地域の伝統的な料理の知恵や
栄養を学ぶ食育の場として、三島小 6 年生 12 人が、
老人クラブ連合会女性部の皆さん 16 人に習いなが
ら、「豆ごはん」「にしんとわらび汁」「干し大根とひ
じきの油炒め」「笹の葉三角巻き・角巻き」などの料
理を作りました。
　出来上がると、6 年生の児童一人ひとりがおばあ
ちゃんに肩もみをしてあげたり、1・2 年生を招待し
みんなで作った郷土料理をおいしくいただきました。

みんなで作る郷土料理
『おばあちゃんの味』

◉
三
島
町
消
防
団
代
表
選
手

指
揮
者

　

岩
渕
良
太
さ
ん
（
大
登
班
）

一
番
員

　

三
浦
健
太
郎
さ
ん
（
川
井
班
）

二
番
員

　

石
岡
健
二
さ
ん
（
大
登
班
）

三
番
員

　

角
田
伊
織
さ
ん
（
川
井
班
）

補
欠

　

角
田　

功
さ
ん
（
川
井
班
）

吸
管
補
助
員

　

五
十
嵐
修
さ
ん
（
大
登
班
）

新
た
に
選
挙
管
理
委
員
と

補
充
員
を
選
出

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
三
島
町
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
が
平
成
二
十
八
年
第
二
回
三
島
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
六
日
か
ら

平
成
三
十
二
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
の
四
年
間
で

す
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
七
月
二
十
六
日
に
委

員
会
を
招
集
し
、
委
員
長
及
び
委
員
長
職
務
代
理

者
を
選
任
し
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
】

委
員
長

板　

橋　

德
美(

滝
原)

委
員
長
職
務
代
理
者
小　

柴　

智
雄(

名
入)

委
員

馬　

場　

晶
子(

大
登)

委
員

諏　

訪　

典
子(

大
谷)

【
補
充
員
】

第
一
順
位

五
十
嵐　

豊
一(

西
方)

第
二
順
位

諏　

訪　

義
幸(

宮
下)

第
三
順
位

五
十
嵐　

豊
子(

大
石
田)

第
四
順
位

酒　

井　

い
づ
み(

高
清
水)

委
員

　

諏
訪　

典
子
さ
ん(

大
谷)

委
員
長

　

板
橋　

德
美
さ
ん(

滝
原)

委
員
長
職
務
代
理
者

　

小
柴　

智
雄
さ
ん(

名
入)

委
員

　

馬
場　

晶
子
さ
ん(

大
登)

　7 月５日、町民センターで
平成 28 年度交通安全協会三
島分会定期総会が行われまし
た。分会表彰として、分会功
労者に齋藤行紀さん ( 宮下 )、
優良運転者に角田憲一さん
( 浅岐 )、優良会員として青木
節子さん ( 荒屋敷 ) が選ばれ、
代表で青木節子さんに表彰状
と記念品が授与されました。

平成 28年度交通安全協会
三島分会定期総会

第69回福島県総合体育大会
県民スポーツ大会両沼大会

　第 69 回福島県総合体育大会県民スポーツ大会両沼
大会は 7 月 3 日に会津坂下町を会場として行われまし
た。6 種目の団体戦に 7 町村から 43 チームが参加し、
当町では、壮年ソフトボール、家庭バレーボール、卓
球、バトミントンに出場しました。
　白熱した試合をみせた家庭バレーボールの三島
パープルレディースは、決勝に進むも惜しくも準優勝
となり、約 20 年振りの出場となったバトミントンの
三島バトミントンクラブは第 3 位となりました。家庭
バレーボール、バトミントンの 2チームは、8 月7日(日)
に喜多方市を会場に行われる会津大会に出場します。

　

第
四
十
回
福
島
県
消
防
操
法

大
会
両
沼
地
方
予
選
会
は
七
月

三
十
一
日
、
会
津
坂
下
町
の
鶴

沼
球
場
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
町
消
防
団
か
ら
は
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
川
井
班
・

大
登
班
（
合
同
）
が
出
場
し
、

第
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
は
夜
間
に
、
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
も
一
カ
月
以
上
に

わ
た
り
訓
練
を
重
ね
、
炎
天
下

の
中
、
機
敏
な
動
き
と
磨
き
あ

げ
た
技
術
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。
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協力隊が本気で図工に挑戦！

７月２４日、美坂高原にて「みさか DE あそぼ！

～本気で図工～」が開催されました。

今回は次回イベントで使用する本棚や木箱をみんな

で作ろう！という企画。事前に用意していた木材を

ドリルなどを使って組み立てました。できあがった

木箱に色を塗る作業は子どもたちも手伝ってくれ、

みんなの力を合わせて立派な本棚が完成しました！

次回の開催日は８月１１日の山の日！

　読書会の開催を予定しています！

地域おこし協力隊が主催する初のイベント！

円陣を組んでみんな気合い十分！

みんなで協力して本棚 ・木箱 ・ 看板が完成！

次回からのイベントで活用します！

安積歴史博物館にて鉄道風景画家の松本忠さんと合同で、奥会津地域お

こし協力隊の志賀薫さんが、写真作品を出品する作品展示会を開催いた

します。

只見線の風景を題材とした風景画や写真作品が多数出品されますので

興味のある方は、ぜひ足をお運びください。

会場：福島県郡山市 安積歴史博物館

会期：8月 2日～ 31 日まで

入館料：一般 ３００円 /高校生以上 ２００円 /小中学生 １００円

詳しくは歳時記の郷　奥会津のホームページをご確認ください。

TownMemories 6・7 月②
み　し　ま　　日　々　の　出　来　事

県立宮下病院等後援会総会
並びに健康講演会

　県立宮下病院等後援会総会は 7 月 20 日、町民セン
ターで行われ、約 40 人が出席しました。議事では、
平成 27 年度事業報告・収支決算と平成 28 年度事業
計画・収支予算が承認されました。総会後、県立宮
下病院内科医牧匠先生による「高齢化社会と骨粗しょ
う症」と題した健康講演会が開かれ、出席された皆
さんは、骨粗しょう症についての知識と予防、健診を
受けることの大切さを学びました。

大人になる一歩を踏み出す
三島中2学年 8名『立志式』

　7 月 15 日、交流センター山びこにて、三島中 2 学年 8
名の立志式が挙行されました。一人ひとりが立志証書を
授与され、大人になるための目標とした立志の言葉を発
表しました。
　2 年生を代表して、中丸みちるさん ( 宮下 ) が「私たち
8 名は自分の意思を持とうという誓いをたてました。自
分の意思を持ち目標を叶えるために精一杯努力していく
ことを誓います。」と述べました。

　7 月の「社会を明るくする運動」強調月間に合わせ、
同運動町推進委員会は 7 月 8 日、町内の啓発パレード・
小中学校訪問活動を行いました。推進委員が町民セ
ンター前で出発式を行った後、啓発放送を行いなが
ら町内を巡回。期日は終わりましたが、一人ひとりが
悪い行いをせず、地域の子ども・若者たちが非行に
走ることのないように、明るく健全な生活を手助けで
きるよう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

「社会を明るくする運動」
啓発パレード・小中学校訪問

三島小の児童が大活躍！
三町村 (三島・金山・昭和 )小学校水泳記録会
　三島・金山・昭和の三町村小学校水泳記録会は 7
月 22 日、金山小プールで開催され、三島小 5・6 年
生の児童が多くの種目で活躍を見せ、各種リレーで
は男女ともに 2 種目で 1 位を取りました。

【主な成績】▶ 5 年男子＝ 50m 背泳ぎ①五十嵐望▶ 5 年女子
＝ 50m 自由形①星明音里 ( 新記録 )、50m 平泳ぎ①二瓶教香、
100m 平泳ぎ①飯塚真林、100m 個人メドレー①星明音里▶ 6
年男子＝ 50m 自由形①二瓶勝、100m 自由形①二瓶宗悟 ( 新
記録 )、50m 平泳ぎ①鈴木啓生、100m 平泳ぎ①小松広利（新
記録）、50m 背泳ぎ①酒井凌大、50m バタフライ①二瓶宗悟、
100m 個人メドレー①小松広利▶ 6 年女子＝ 100 ｍ自由形①
渡部妃菜、50m 平泳ぎ①二瓶仁美、50m 背泳ぎ①菅家悠那、
50m バタフライ①渡部妃菜
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町を支えるあたらしい力。
7 月から新たに加わった地域お

こし協力隊のメンバーをご紹介

します。

地域おこし協力隊（産業建設課）

高橋 直生 たかはし　なおき　
埼玉県21歳

高橋さんって

どんな人？

◎趣味

ルービックキューブ

◎マイブーム

　アイスコーヒー

◎好きな言葉

　成せばなる

　

初
め
ま
し
て
、
七
月

か
ら
農
業
の
分
野
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
、
高
橋
直
生
と

申
し
ま
す
。
現
在
は
川

井
地
区
に
住
ん
で
い
ま

す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
農
業

が
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
高
校
で
は
有
機
農

業
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ま
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

みさかＤＥあそぼ！

奥会津地域おこし協力隊　志賀薫さんの写真展が開催！ 



　「広報みしま」は、皆さんに親しまれる広報誌を目指して編集しています。町からのお知
らせを分かりやすく伝えることはもちろん、町民の皆さんの顔、声を掲載することが最も
大切と考えています。皆さんの思い、努力、願いなどが、読まれる方の関心を引き、感動
を与えます。「広報みしま」は、町民の皆さんのための広報誌です。いつでも情報をお待ち
しています。

広報みしま　皆さんからの情報提供をお待ちしています

問役場   総務課   総務係   ☎（48）5511

町
民
記
者
通
信

　

六
月
二
十
五
日
の
早
朝
午
前
六

時
よ
り
三
島
町
交
通
安
全
母
の
会

西
方
支
部
主
催
に
よ
る
「
美
化
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
は
小
雨
が
降
っ
て
い

た
も
の
の
、
西
方
地
区
の
道
路
沿

い
を
中
心
に
多
く
の
婦
人
会
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

カ
ッ
パ
姿
で
サ
ル
ビ
ア
や
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
丁
寧
に
プ
ラ
ン

タ
ー
や
直
植
え
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
が
上
が
っ
て
夏

を
迎
え
る
頃
に
は
、
赤
や
黄
色
の

小
さ
な
花
々
が
西
方
地
区
の
景
観

に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

美
化
運
動
で

潤
い
の
あ
る
地
区
づ
く
り

文
・
写
真　

本
名
与
四
郎
さ
ん(

西
方)

健
康
維
持
と
交
流
を
図
る
た
め

「
高
清
水
・
小
山
健
康
を
守
る
会
」

の
研
修
旅
行

文
・
写
真　

菅
家
敏
一
さ
ん
（
高
清
水
）

　

六
月
二
十
六
日
、
今
年
も
恒

例
の
研
修
旅
行
に
出
か
け
、
芝

居
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
堪
能
し

て
来
ま
し
た
。
人
情
味
あ
ふ

れ
る
芝
居
に
は
感
極
ま
っ
て

涙
腺
も
緩
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

宴
会
で
は
、
八
十
代
の
方
々
も
持

ち
歌
を
歌
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の

姿
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ず
、
皆
を

楽
し
ま
せ
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
こ
と
で
す
が
、
皆

が
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す

こ
と
は
地
区
の
結
束
力
が
増
し
て

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
、歌
詞
を
目
で
「
見

て
」、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
耳
で
「
聴
い

て
」、
唄
を
口
で
「
声
を
出
し
」
と

頭
の
体
操
に
は
何
よ
り
効
果
的
で

は
と
思
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
暑
さ
に
負
け
な

い
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

七
月
十
五
日
の
午
後
七
時
三
十

分
よ
り
西
方
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

談
話
室
に
お
い
て
「
第
一
回
祭
礼

実
行
委
員
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
毎
年
八

月
十
四
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る「
盆

踊
り
」
と
九
月
十
日
に
行
わ
れ
る

「
豊
年
踊
り
」
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
持
た
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
と
し
て
、
地
区
役
員

を
含
め
て
十
三
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

協
議
の
主
な
内
容
と
し
て
、
会

場
準
備
、
賞
品
と
す
る
品
物
や
お

囃
子
を
協
力
し
て
い
た
だ
く
方
々

の
確
認
な
ど
熱
の
こ
も
っ
た
話
し

合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
盆
踊
り
」
も
「
豊
年
踊
り
」
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
墓
参
り
な
ど
で

帰
省
さ
れ
る
町
民
や
子
ど
も
た
ち

が
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

祭
礼
実
行
委
員
会
開
か
れ
る

文
・
写
真　

本
名
与
四
郎
さ
ん(

西
方)

　

七
月
十
六
日
の
早
朝
午
前
五
時

三
十
分
よ
り
七
時
過
ぎ
ま
で
、
大

林
ふ
る
さ
と
の
山
の
「
刈
り
払
い

作
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
西
方
区
長
で
あ
る

二
瓶
辰
雄
さ
ん
よ
り
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
草
刈
り
機
械
を
使
用

す
る
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
作

業
を
行
う
よ
う
に
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

西
方
地
区
の
財
産
管
理
会
や
地

区
住
民
の
皆
さ
ん
、
総
勢
約
三
十

名
が
参
加
し
、
人
の
背
丈
ほ
ど
に

も
伸
び
き
っ
た
草
木
の
刈
り
払
い

に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

広
い
敷
地
面
積
を
持
つ
大
林
ふ

る
さ
と
の
山
は
、
約
一
時
間
三
十

分
の
刈
り
払
い
作
業
で
見
間
違
え

る
ほ
ど
す
っ
き
り
と
風
通
し
が
良

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
け
が
や

事
故
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

大
林
ふ
る
さ
と
の
山

　
　
　
　
刈
り
払
い
を
実
施

文
・
写
真　

本
名
与
四
郎
さ
ん(

西
方)

　

七
月
十
一
日
に
町
営
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
滝
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛

好
会
と
大
石
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

晴
天
の
下
、
参
加
者
三
十
五
名

(

滝
原
十
二
名
、
大
石
田
二
十
三

名)

、
六
チ
ー
ム
で
腕
前
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
上
位
を
表
彰
し
、

と
び
賞
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
賞
が

準
備
さ
れ
、
互
い
の
チ
ー
ム
の
健

闘
を
讃
え
な
が
ら
弁
当
を
食
べ

て
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
今
後

も
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

※
滝
原
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
は
只
今
、

毎
週
㊊
・
㊏
の
三
時
よ
り
、
駒
形

神
社
前
広
場
に
て
、
練
習
を
し
て

い
ま
す
。

　

毎
回
参
加
者
が
増
え
、
早
戸
・

宮
下
、
浅
岐
各
地
区
か
ら
も
練
習

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

通
し
て
交
流
会

文
・
写
真　

佐
久
間
絹
江
さ
ん(

滝
原)

　

会
員
と
そ
の
家
族
十
三
名
参
加

で
滝
原
を
朝
七
時
に
出
発
し
、
新

潟
市
を
中
心
に
視
察
研
修
を
行

い
、
会
員
の
親
睦
と
交
友
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
ぶ
し
の
会

視
察
研
修
旅
行(

新
潟
方
面)

文
・
写
真　

佐
久
間
絹
江
さ
ん(

滝
原)

　

土
用
入
り
の
前
に
、
無
事
に
過

ご
せ
る
こ
と
を
祈
願
し
て
集
ま
り
、

お
神
酒
を
頂
き
な
が
ら
語
ら
い
合

い
ま
し
た
。

　

昔
は
、
夜
通
し
行
っ
た
そ
う
で

す
が
、
今
は
諸
事
情
に
よ
り
一
時

間
の
お
こ
も
り
で
す
。
今
年
の
夏

も
こ
れ
で
無
事
に
過
ご
せ
そ
う
で

す
ね
！ 土

用
の
お
こ
も
り

文
・
写
真　

佐
久
間
絹
江
さ
ん(

滝
原)

大
石
田
の
虫
送
り

文
・
写
真　

中
兵
一
郎
さ
ん
（
大
石
田
）

　

毎
年
、
大
石
田
の
虫
送
り
は

半
夏
生
の
近
く
の
土
曜
日
に
行
わ

れ
、
今
年
は
七
月
九
日
、
午
後
七

時
ほ
そ
ぎ
坂
出
発
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
催
日
前
よ
り
準
備
が
行
わ

れ
、
花
な
ど
の
飾
り
つ
け
は
婦
人

会
が
、
提
灯
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

清
流
八
年
会
が
担
当
し
、
当
日
の

午
前
八
時
か
ら
は
、虫
か
ご
、山
車
、

灯
篭
の
材
料
取
り
、
飾
り
つ
け
を

壮
年
倶
楽
部
が
担
当
し
、
お
昼
近

く
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
子
ど
も
た
ち
は
虫
送

り
の
旗
の
清
書
と
飴
を
交
換
し
た

り
、
虫
と
り
な
ど
を
生
き
生
き
と

行
っ
て
い
ま
し
た
。
午
前
中
か
ら

午
後
三
時
ご
ろ
ま
で
大
雨
で
ど
う

な
る
の
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

午
後
六
時
三
十
分
ご
ろ
か
ら
雨
も

や
み
楽
し
く
元
気
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
石
田
地
区

の
子
ど
も
た
ち
は
中
学
生
一
名
、

小
学
生
一
名
と
少
な
く
他
地
区
の

応
援
と
帰
省
の
子
ど
も
た
ち
が
い

な
い
と
実
施
で
き
な
い
状
況
で
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
美
女
帰
花
街
道
」

花
植
え
行
わ
れ
る

文
・
写
真　

菅
家
壽
一
さ
ん
（
間
方
）

　

六
月
二
十
五
日
早
朝
、「
美
女
帰

の
里
ま
が
た
」(

活
性
化
事
業
会

長　

久
保
田
孝
雄)

で
は
、
村
下

の
県
道
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
に
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
区
の
活
性
化
事
業
の
一
つ
で
、

街
道
を
通
る
地
区
民
は
勿
論
、
地

区
を
訪
れ
て
下
さ
る
方
々
、
お
盆

に
帰
省
す
る
方
々
が
、「
少
し
で

も
心
を
癒
さ
れ
た
ら
い
い
な
」
と

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
か
ら
交
通
安

全
母
の
会
を
通
し
て
提
供
を
受
け

た
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
の
花
約

千
本
と
と
も
に
、
持
ち
寄
っ
た
コ

ス
モ
ス
等
の
植
え
付
け
を
地
区
民

二
十
二
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

花
の
種
類
や
色
の
配
置
等
を
話

し
な
が
ら
、
賑
や
か
に
和
気
あ
い

あ
い
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
十
五
日
に
、
三
島
小
学
校

五
学
年
児
童
五
名
は
、　

宮
下
地

区
び
お
た
ん
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に

お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
、
三
島
神

社
に
あ
る
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
で
、

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
第
二
回
目

の
田
ん
ぼ
の
草
刈
り
と
除
草
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
に
向
け
て
お
い
し
い

お
米
が
出
来
る
よ
う
児
童
た
ち
は

一
生
懸
命
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
作
業
し
ま
し
た
。

秋
の
収
穫
に
向
け
て

文
・
写
真　

小
島
純
さ
ん
（
宮
下
）
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 7 回　

江
戸
時
代
の
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
、
戦
国
時
代
に

金
山
谷
を
支
配
し
た
山
ノ
内
一
族
の
子
孫
と
、
旧

来
か
ら
関
わ
り
の
あ
る
領
民
と
の
間
で
君
臣
の
誓

約
を
行
う
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
三
島
町
で
は
寛

政
三
︵
一
七
九
一
︶
年
、
戦
国
時
代
に
活
躍
し
た

宮
下
大
膳
の
子
孫
が
、
宮
下
村
や
桑
原
村
な
ど
の

領
民
と
の
間
に
誓
約
を
交
わ
し
た
連
判
状
が
現
存

し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
動
き
は
幕
末
に
も
あ

り
、
文
久
元
︵
一
八
六
一
︶
年
、
寛
政
期
の
も
の

と
似
た
文
面
で
、
い
ざ
有
事
の
際
は
身
命
を
差
し

上
げ
宮
下
氏
に
御
供
す
る
と
の
誓
約
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

明
治
元
︵
一
八
六
八
︶
年
の
戊
辰
戦
争
で
は
、

実
際
に
連
判
状
に
名
を
連
ね
た
者
の
多
く
が
、
宮

下
氏
の
家
来
と
な
り
戊
辰
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
ま

し
た
。
彼
ら
が
宮
下
氏
の
指
揮
の
も
と
、
弾
薬
の

製
造
や
野
営
の
要
員
と
し
て
活
動
し
た
貴
重
な
史

料
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
史
料
は
、
文
久
元
年
、
宮
下
村

や
桑
原
村
を
中
心
に
総
勢
百
十
二
名
の
者
が
宮
下

氏
に
忠
誠
を
誓
っ
た
連
判
状
で
す
。
紙
面
の
都
合

上
省
略
し
ま
し
た
が
、
原
本
に
は
彼
ら
の
名
前
が

す
べ
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

君
臣
の
証
文

御
太
祖
宮
下
大
膳
様
は
山
之
内
刑
部
太
輔
経
俊
公
御
同

苗
に
て
、
世
々
当
初
宮
下
の
御
領
主
を
な
し
、
私
共
先

祖
よ
り
御
代
々
仕
へ
奉
り
候
と
こ
ろ
、
天
正
年
中
御
本

家
御
没
落
と
な
り
候
、以
来
君
臣
離
散
い
た
し
︵
中
略
︶

君
臣
の
義
を
失
い
奉
り
候
え
共
、
今
に
至
る
ま
で
大
膳

様
御
旧
地
に
居
住
仕
り
候
者
共
は
勿
論
の
義
、
他
村
へ

移
住
仕
り
候
者
も
そ
の
家
々
へ
口
碑
に
相
伝
わ
り
、
往

古
の
御
恩
義
慕
い
奉
り
候
と
こ
ろ
、
此
の
た
び
御
家
臣

の
も
の
と
な
り
、
子
孫
御
糺
し
下
さ
れ
候
事
、
年
来
の

本
懐
、
生
前
の
面
目
、
子
孫
の
遺
栄
、
言
語
に
絶
し
有

難
く
存
じ
奉
り
候
、
よ
っ
て
こ
こ
に
家
の
者
共
筋
目
相

た
だ
し
、
連
判
仕
り
差
上
げ
奉
り
候
、
然
る
上
は
子
々

孫
々
に
至
る
ま
で
君
臣
の
義
堅
く
相
守
り
、
尤
も
御
教

戒
相
背
き
ま
じ
く
申
し
候
、
万
一
違
変
の
世
に
相
成
り

御
出
陣
等
の
節
は
、
私
共
子
弟
十
六
歳
以
上
七
十
歳
以

下
の
者
共
御
供
仕
り
、
身
命
を
差
し
上
げ
君
臣
の
義
を

立
て
、
先
祖
の
追
孝
、
子
孫
へ
の
誉
れ
を
残
し
申
し
た

き
存
念
、
連
判
の
者
共
同
志
に
御
座
候
︵
以
下
略
︶

　

文
久
元
年
酉
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
村　

斎
藤
喜
平　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
原
村　

河
越
一
郎　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
百
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
・
読
み
下
し　

角
田　

伊
一

　

も
し
、
ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
交
流

セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

☎
︵
52
︶
２
１
６
５

違変の世になれば身命を差し上げ御供します
　「文久元年　宮下村桑原村と会津藩士宮下左衛門君臣の誓約書」

河 越 卿 家 文 書（ 福 島 県 歴 史 資 料 館 収 蔵 ）

　

あ
っ
た
ど
ぉ
。
グ
ズ
と
カ
メ
つ
う
、
つ
っ
と
ば
か
し
、
た
ん
に
ぇ

が
な
居
だ
ど
。
し
か
も
、隣
あ
ぁ
せ
に
暮
ら
し
て
だ
ど
。
ん
じ
ゃ
が
ら
、

い
っ
つ
も
一
緒
だ
っ
け
ど
。
あ
っ
時
な
ぁ
、
グ
ズ
の
母
ち
ゃ
ん
、

「
グ
ズ
！
父
ち
ゃ
ん
の
法
事
だ
が
ら
、方
丈
様
よ
ば
っ
て
き
て
く
ろ
」
っ

た
。

「
あ
ー
ー
い
、
お
寺
だ
な
？
」

「
ん
だ
、
寺
さ
行
ぐ
ど
黒
い
衣
装
着
て
、
高
い
ど
ご
さ
い
ら
っ
か
ら
な
」

「
ん
、
わ
が
っ
た
」

　

グ
ズ
と
カ
メ
は
、
タ
ッ
タ
ガ
タ
ッ
タ
ー
は
ね
で
っ
た
ど
。

「
あ
ー
っ
、グ
ズ
～
方
丈
様
、あ
そ
ご
に
い
ら
っ
た
ぞ
ー
」
カ
メ
づ
っ
た
。

真
っ
黒
な
カ
ラ
ス
、
槙
の
木
の
上
さ
い
だ
ど
。

「
あ
～
、
い
ら
っ
た
ぁ
～
。
方
丈
様
～
～
お
ら
え
の
法
事
さ
来
て
く
ん

つ
ぇ
」

「
ガ
ァ
～
～
オ
、
ガ
ァ
～
～
オ
」
と
ん
で
っ
た
ど
ぉ
。

「
母
ち
ゃ
ん
、
行
っ
て
来
た
ぞ
」

「
ほ
う
が
ほ
う
が
、
何
し
て
ら
っ
た
ぁ
？
」

「
や
っ
ぱ
高
い
ど
ご
さ
居
ら
っ
た
っ
け
よ
」

「
ほ
う
が
ー
、
そ
ん
じ
ゃ
ら
カ
メ
ど
二
階
の
あ
ま
酒
お
ろ
せ
」

「
あ
い
。
あ
ま
酒
ぇ
、
お
れ
達
も
飲
ま
れ
ん
の
？
」

「
あ
あ
、
く
れ
っ
と
も
や
ー
。
瓶
っ
こ
さ
入
っ
て
か
ら
、
静
か
に
持
っ

て
来
ぉ
」

　

グ
ズ
と
カ
メ
は
、
二
階
ぇ
が
ら
降
ろ
す
わ
げ
や
、
二
人
ぇ
ズ

ズ
ー
ー
ッ
と
し
っ
ぱ
っ
て
が
ら
、
ハ
シ
ゴ
段
降
ろ
す
ご
ど
に
な
っ

た
ぁ
。
グ
ズ
と
カ
メ
さ
言
っ
た
ど
。

「
カ
メ
～
、
ハ
シ
ゴ
お
り
で
、
下
が
ら
瓶
の
ゲ
ス
た
が
げ
ぇ
」

「
ア
イ
キ
タ
、
わ
が
っ
た
。
ま
っ
ち
ぇ
ろ
よ
」
な
～
ん
て
下
が
ら
手
の

ば
し
た
。

民
話

第
64
話

グ
ズ
と
カ
メ

「
い
い
が
ぁ
、
カ
メ
ェ
。
お
れ
に
し
が
ど
ご
見
え
ね
ぇ
が
ら
、
ぎ
っ

ち
り
ど
ゲ
ス
お
っ
つ
が
め
ぇ
ろ
よ
」

「
何
？
グ
ズ
～
ど
ご
お
っ
つ
が
め
ぇ
ん
の
？
」カ
メ
こ
ま
っ
ち
ま
っ

た
。

「
早
ぐ
早
ぐ
、
ゲ
ス
だ
ぁ
、
カ
ァ
メ
、
瓶
の
ゲ
ス
お
っ
つ
が
め
ぇ

ろ
ー
」

「
あ
あ
ー
い
」
つ
う
ど
ぉ
、
瓶
っ
こ
が
ら
手
ぇ
は
な
し
て
我
ぁ
の

ゲ
ス
つ
か
め
ぇ
だ
だ
ど
。

「
あ
ー
ー
ー
っ
」
ガ
ッ
ジ
ャ
ー
ー
ン
ど
っ
て
瓶
っ
こ
ぶ
っ
く
っ

ち
ぇ
、
あ
ま
酒
流
れ
っ
ち
ま
っ
た
ど
ぉ
。

「
や
れ
や
れ
、方
丈
様
さ
出
す
よ
な
ぐ
な
っ
た
な
ぁ
～
、し
ょ
ね
ぇ
、

し
ょ
ね
ぇ
」

母
ち
ゃ
ん
、
お
ご
ん
ね
ぇ
で
、

「
そ
ん
じ
ゃ
ら
、
急
い
で
マ
ン
マ
炊
ぐ
が
ら
、
ふ
た
ん
じ
ぇ
火
の

子
ん
守
し
ろ
」

つ
う
ど
ナ
ベ
囲
炉
裏
さ
か
げ
だ
ど
。
木
～
燃
や
し
て
っ
と
ナ
ベ
の

中
ぁ
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
ど
。

「
ん
ー
ー
？
」
カ
メ
ぇ
、
ナ
ベ
の
フ
タ
と
っ
た
ら
マ
ン
マ
の
湯
が

ち
ぃ
っ
と
に
な
っ
て
、
グ
ズ
グ
ズ
グ
ズ
グ
ズ
煮
え
で
っ
と
ー
。

「
グ
ズ
グ
ズ
、
グ
ズ
グ
ズ
」

「
ん
ー
ー
？
あ
い
っ
」
グ
ズ
は
ナ
ベ
さ
返
事
し
た
ど
ぉ
。

「
グ
ズ
グ
ズ
、
グ
ズ
グ
ズ
」

「
あ
い
っ
、
あ
い
っ
」

「
グ
ズ
グ
ズ
、
グ
ズ
グ
ズ
」

「
あ
い
っ
、
あ
い
っ
・
・
・
こ
の
野
郎
ぉ
め
ぇ
！
」
お
ご
っ
た
グ

ズ
は
囲
炉
裏
の
灰
を
十
能
で
す
ぐ
ぅ
づ
ぅ
ど
、
マ
ン
マ
の
中
さ

ぼ
っ
こ
ん
ち
ま
っ
た
ど
。

　

あ
れ
あ
れ
・
・
間
ん
に
ゃ
あ
ね
ぇ
な
ぁ
、
ま
ん
に
ゃ
あ
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ざ
っ
と
む
か
し
さ
げ
た
。

元
話　

    　

桧   

原    

の    

某   

氏  ︵
桧
原
︶

再
話　
　
　

五
十
嵐　

七　

重
さ
ん
︵
西
方
︶

町
民
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ぽ
け
っ
と

図
書
コ
ー
ナ
ー

【
今
月
の
お
す
す
め
】

　

き
っ
と
誰
に
で
も
「
や
り
直
し
た
い
」
こ

と
が
あ
る
。

　

学
校
に
友
達
が
い
な
い
﹃
私
﹄
が
出
会
っ

た
の
は
手
首
に
傷
が
あ
る
﹃
南
さ
ん
﹄︑
と
て

も
格
好
い
い
﹃
ア
バ
ズ
レ
さ
ん
﹄︑
一
人
暮
ら

し
の
﹃
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
﹄︑
そ
し
て
︑
尻
尾
の

短
い
﹃
彼
女
﹄
だ
っ
た
︒

【
新
刊
図
書
の
紹
介
】

○
利
用
時
間

　

㊊
～
㊏　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

㊐
・
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
お
休
み

　

年
末
年
始

問
公
民
館　

☎
（
４
８
）
５
５
９
９

﹃
ま
た
、
同
じ
夢
を
見
て
い
た
﹄

著
者
：
住
野
よ
る

題　

名

著　

者

世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し

い
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ

く
さ
ば　

よ
し
み

ガ
ス
ト
ン

ケ
リ
ー
・
デ
ィ
ブ
ッ
チ
オ

七
つ
の
会
議

池
井
戸　

潤

人
生
が
と
き
め
く
片
づ

け
の
魔
法

近
藤　

麻
理
恵

人
生
が
と
き
め
く
片
づ

け
の
魔
法
２

植
物
図
鑑

有
川　

浩

※
左
記
の
雑
誌
を
毎
月
購
読
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
・
た
ま
ご
ク
ラ
ブ
・
山
と
渓
谷
・

　

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
・
壮
快
・
Ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
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会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空 き 巣 ね ら い ２
忍 び 込 み １
事 務 所 荒 ら し
出 店 荒 ら し １
自 動 車 盗 1
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 6
自 販 機 ね ら い
車 上 ね ら い ４
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 15 0
全 刑 法 犯 54 1

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物損壊、暴行、
　傷害、万引き、詐欺など）の犯罪発生件数が
　含まれます。
※上記発生件数は、平成 28 年 1 月 1 日からの
　累計数となっています。

街頭犯罪発生件数（5月中）

近隣町村で
なりすまし詐欺が発生！

▼投資詐欺が発生！
◉被害の状況
　自宅に投資案内の封書が届き、
その後男性から自宅に電話があり、
投資話を持ちかけられた。初めは
断ったが、「投資する権利を譲って
くれ。」などと電話で言われ承諾し
たところ、後日、弁護士を名乗る
男性から「投資の件で問題になっ
ている。」などと言われ、事件解決
費用として現金を送付するように
言われた。
　更に後日、警察官を名乗る男性
から電話で「家族に迷惑がかか
る。」などと言われ、信じた女性は
計５回、合計 1,810 万円を宅配便
で送付した。
　その後、相手方に電話したが使
われておらず、警察署に相談し被
害が判明したもの。　　

▼この文言にご注意！
◉投資の権利を譲ってくれ
◉名義を貸して
◉名義貸しは犯罪
◉宅急便やレターパックで現金を送れ

一人で悩まず、家族や警察に相
談してください。

三島町での刑法犯
（7 月 1 日現在）

1 件

県民健康調査
「妊産婦に関する調査」について

　福島県と福島県立医科大学では、平成 23 年度より毎年、質問紙による「妊
産婦に関する調査」を行っています。
　この調査では、東日本大震災以降、福島県内の心配を抱えた妊産婦の皆
様に対しまして、サポートを提供すると同時に、福島県で子どもを産み育
てようとする妊産婦の皆様の現状やご意見・ご要望を的確に把握し、より
よい産科医療および育児支援を提供できるよう活かしていくことを目的に
実施しております。
　平成 28 年度におきまして引き続き「妊産婦に関する調査」を実施いた
しますので、ご協力いただけます方は、ご回答をお願いいたします。また、
平成 27 年度調査につきましても、未提出の方でご協力いただけます方は、
ご回答をお願いいたします。
　なお、これまでの調査結果につきましては、福島県立医科大学　放射線
医学県民健康管理センターのホームページ「妊産婦に関する調査」( ＵＲＬ：
http://fukushima-mimamori.jp/pregnant-survey/) のページに掲載しており
ますのでご覧ください。妊婦・出産・育児全般に関する電話相談窓口を設
けていますので、是非ご活用ください。

≪平成 27年度調査について≫
　対象者：①平成 26 年 8 月 1 日から平成 27 年 7 月 31 日までに福島県内
　　　　　　の市町村から母子健康手帳を交付された方
　　　　　②上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された方で、福島
　　　　　　県で里帰り出産された方

≪平成 28年度調査について≫
　時　期：平成 28 年 11 月頃
　対象者：①平成 27 年 8 月 1 日から平成 28 年 7 月 31 日までに福島県内
　　　　　　の市町村から母子健康手帳を交付された方
　　　　　②上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された方で、福島
　　　　　　県で里帰り出産された方

　対象となります①の方には調査票をお送りいたします。②の方は産科医
療機関に調査票の配布をお願いしております。

　　　　　問福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
　　　　　　妊産婦専用ダイヤル　☎ 024（549）5180( 平日 9 時～ 17 時 )

社会福祉協議会より

ご寄附
ありがとうございました
町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

近　藤　勇　彦　様（宮　下）

栗　城　雅　幸　様（宮　下）

江　川　　忠　　様  ( 宮　下 )

地域ふれあいサロン
サロンないり
　８月５日㊎　午前１０時～
　名入公民館
ひまわりサロン
　８月２３日㊋　午前１０時～  
　町民センター

  問社会福祉協議会　☎（52）3344

会津若松地方広域市町村圏整備組合廃棄物処理
料金審議会委員の募集について

　会津若松地方広域市町村圏整備組合廃棄物処理料金審議会委員を募集い
たします。
　組合の廃棄物処理に係る料金の適正化について、調査・審議を行います。
◆任期：管理者から諮問を受けた日から管理者へ答申するまでの期間
◆応募資格：満２０歳以上。構成団体内 ( 会津若松市、磐梯町、猪苗代町、
　　　　　　会津坂下町、湯川村、柳津町、三島町、金山町、昭和村、会
　　　　　　津美里町 ) に住所を有し、現に構成団体内に居住している方。
　　　　　　構成団体の議会議員、職員でない方。成年被後見人又は被保
　　　　　　佐人でない方。以上の事項をすべて満たす方。
◆定員：３人 ( 応募者多数の場合は抽選 ) 原則として１人以上は女性とする。
◆応募方法：所定の申込書に必要事項を記入のうえ、環境センターへ直接
　　　　　　持参するか郵送、ファックス、電子メールにより提出する。
　　　　　　申込書は、環境センターに備え付ける。郵送を希望する場合
　　　　　　は郵送することとする。また、組合ホームページからのダウ
　　　　　　ンロードでも入手可能。
　　　　　　※申込締切日：平成２８年９月２８日㊌ ( 必着 )
　　　　　　　　　　　　　( 郵送の場合は９月２７日までの消印有効 )
◆報酬：会議の都度、所定の報酬を支給
◆お問い合わせ：会津若松地方広域市町村圏整備組合環境センター業務係
　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ / ＦＡＸ　０２４２－２７－９００４
　　　　　　　　　　　　　ホームページ　　http://www.aizu-kouiki.jp/
　　　　　　　　　　　　　電子メール　　　kankyo@aizu-kouiki.jp

「労使困りごと相談窓口」
のお知らせ

　職場の中で起きている、賃金や退
職、人間関係などに関する困りごと
や疑問についての相談をお受けしま
す。相談は無料で秘密は厳守します。
相談は、平日の面談や電話での相談
のほか、ファックスや電子メールで
随時受け付けています。お気軽にご
相談してください。
問福島県労働委員会事務局
☎ 024(521)7594  /  fax　024(521)7596
mail  roudousoudan@pref.fukushima.lg.jp

㊟住民基本台帳による数値です。増減数は
前月との比較、出生・死亡・転入・転出は
前月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
7 月１日現在

人口 1,744

増
減
数

2 出生 1

男 ８42 3 死亡 1

女 ９０2 -1 転入 6

世帯 7８９ 3 転出 4

▶町県民税 ( 普通徴収 )（第２期）

▶後期高齢者保険料 ( 普通徴収 )
　（第 1 期）

忘れずに納付ください。
役場 町民課

8 月の納税
納期限 8 月 3 １ 日

Information ①
～　情　報　配　信　～

▲表彰状を手にする佐久間源一郎さん
　　( 佐久間建設工業 ( 株 ) 代表取締役 )

　平成 28 年建設事業関係功労者及
び優良団体に対し、大臣表彰の表彰
式が 7 月 11 日に行われ、佐久間建設
工業 ( 株 ) 代表取締役である佐久間
源一郎さんが、多年建設業に精励す
るとともに関係団体の役員として地
方業界の発展に寄与したとして表彰
されました。
　過日、町長へ報告のため来庁され、
表彰の記念にと、多額の寄附をいた
だきました。

国土交通大臣賞　佐久間源一郎さんが受賞

▲表彰状を受け取る矢澤町長

　三島町は、平成２８年７月３
日をもって交通事故死者数ゼロ
２，５００日を達成し、その功績
が讃えられ、７月４日に町民セ
ンターにて、会津地方交通対策
協議会長より矢澤町長に表彰状
が授与されました。

交通事故死者数ゼロ　
２，５００日を達成！！

▲勲記と勲章を手にする
　元三島町消防団長の長谷川誠さん

　三島町消防団長を務めた長谷川
誠さんが長年にわたり消防等へ従
事し、功績を挙げた者として消防
功労の瑞宝単光章が天皇陛下より
授与され、去る 6 月 28 日、会津
地方振興局長より伝達されました。

瑞宝単光章
長谷川誠さんが授与

　６月２６日に、つきみが丘町民センター ( 柳津町 ) にて、第６８回福島
県消防協会会津坂下支部消防幹部大会が開催されました。
　三島町消防団は、今回１１名の方が表彰され、第二分団長大竹克昌さ
んと、第二分団第二班長 ( 大石田班 ) 秦一夫さんが代表受章者として受章
しました。

福島県消防表彰
( 県知事表彰 )

永年勤続章
　分団長　大　竹　克　昌 ( 本部幹部 )
　団　員　杉　原　慶　志 ( 桧原班 )

日本消防協会定例表彰

精績章 　分団長　大　竹　克　昌 ( 本部幹部 )

勤続章

　班　長　五十嵐　文　義 ( 高清水班 )
　　〃　　五十嵐　　馨　  ( 大谷班 )
　団　員　小　池　　守　  ( 西方班 )
　　〃　　五十嵐　修　一 ( 大谷班 )
　　〃　　大　竹　正　義 ( 滝谷班）

福島県消防協会表彰

功績章 　分団長　大　竹　克　昌 ( 本部幹部 )

精勤章
　班　長　五十嵐　文　義 ( 高清水班 )
　団　員　五十嵐　修　一 ( 大谷班 )
　　〃　　大　竹　正　義 ( 滝谷班 )

会津坂下支部定例表彰 勤続章

　班　長　　秦　　一　夫 ( 大石田班 )
　　〃　　長谷川　吉　広 ( 川井班 )
　　〃　　大　竹　重一郎 ( 滝谷班 )
　団　員　板　橋　洋　平 ( 宮下班 )

第 68 回福島県消防協会
会津坂下支部消防幹部大会で 11 名が受章
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県立宮下病院看護師
募集のお知らせ

　   へき地医療の拠点として地域の皆様に必要
   な医療を提供している「県立宮下病院」では、
   平成 29 年 4 月 1 日付け採用の看護師を募集し
   ています。公務員として、公共の医療施設で
   働きたい、患者一人ひとりと向き合った看護
   がしたい方にピッタリの職場です。試験日程
   等は次のとおりです。

　◉受験資格　昭和 52 年 4 月 2 日以降生まれ
　　　　　　　で、看護師免許を有するか取得
　　　　　　　見込みの方

　◉応募締切　8 月 26 日㊎

　◉募集人員　3 名程度

　◉試験月日　9 月 3 日㊏

　◉試験会場　福島県自治会館 ( 福島市 )

　◉合格発表　9 月 26 日 ( 月 )

　※詳しくは、県病院局のホームページ、又は
　　電話でお問い合わせください。

 問福島県病院局病院経営課 ☎　024-521-7226
　　　　福島県立宮下病院 ☎　0241-52-2321
　

厚生労働省委託事業
「会津地域若者サポートステーション」

　  15 ～ 39 歳までの若者で、就業を目指す方や弊所の利
  用を経て就職した方の就職に向けたお手伝いや職場定着
  に向けたフォロー、キャリアアップのためのサポートを
  行う就労支援施設です。利用料は無料です。一人ひとり
  の状況等に応じて継続的な支援を行います。
　  まずは一度お気軽にお問い合わせください。

  ○主な支援
　  ◆就職を目指す方向け
　　   個人相談・職場体験・各種講座 ( ＰＣ、ビジネスマ
　　  ナー、コミュニケーション、自己分析、応募書類作成、
　　  面接練習等 )

　   ◆弊所の利用を経て就職した方向け
　　    個人相談・懇談会・各種講座 ( ビジネスマナー等 )

 　　　　　　　　問会津地域若者サポートステーション
　　　　　　　 　 月～水・金曜日 / 午前 9 時～午後 6 時
　  　　　　　　　　　　　木曜日 / 午前 9 時～午後 7 時
     　　　　　 　　　　　　土曜日 / 午前 10 時～午後 4 時
　　　　　　　　　　  　　　　☎：0242-32-0011
　　　　　　　　　　　　   E-mail：info@job-sapo.com

　春から夏の季節に、気温が急に上がったと
きに運動や仕事をしていて意識障害をおこし、
救急搬送されたというニュースが流れること
があります。
　一般に人が高温の環境におかれたときに発
症する病的状態を総称して「熱中症」といい、
重症例は死亡することがあります。
　熱中症の発症は、予想気温により予測が可
能で、暑さを避け、水分を摂ることで予防が
可能です。室温が高ければ屋内でも発症しま
すので、窓を開けて通風をよくすることや、
エアコンを使用して室温を適切な温度に調節
することが必要です。
　また、水分の補給も重要で、30分ごとに定
期的に摂る強制飲水と、のどが乾いたら飲む
自由飲水の両方を行ってください。例えば、
屋外で農作業などを行う際に、100㏄の水やお
茶に0.1～ 0.2ｇの食塩を入れたもの、または
市販のスポーツドリンクを飲むと良いでしょ
う。ただし、糖尿病の方は市販の飲料水に含
まれる糖類の摂り過ぎに十分注意してくださ
い。

◆　診療日記　◆
県立宮下病院長　浅野　宏

県立宮下病院より

～　熱中症について　～

～消防署からのお知らせ～
花火・火遊びによる火災の防止

★花火で安全に遊ぶポイント★
　①気象条件を考え、風の強いときは花火をしない。
　②燃えやすいものがなく、広くて安全な場所を選ぶ。
　③子どもだけでなく大人と一緒に遊ぶ。
　④説明書をよく読み、注意事項を必ず守る。
　⑤水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水につける。

★火遊びによる火災防止ポイント★
　①子どもだけを残して外出しない。
　②ライターやマッチを子どもの手の届くところに置かない。
　③子どもだけで火を取り扱わせない。
　④火遊びをしているのを見かけたら注意する。
　⑤火災の恐ろしさ・火の取扱方法についてきちんと教育する。

　火 事 と 救 急 は １ １ ９
　三　島　町　消　防　団
　会津坂下消防署三島出張所
　電　話　５２－３０３２
　ＦＡＸ　５２－３０３３

Information ②
～　情　報　配　信　～
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　「第 6 回『撮』っておきのみしま町フォトコンテスト」の審査が
7 月 20 日、交流センター山びこで行われ、三島町長賞など入賞作
品５点が選ばれました。コンテストには 57 人から 135 点の応募
がありました。
　応募作品は全て、交流センター山びこで展示しますので「『撮』っ
ておきの三島町」をぜひご覧ください。
　なお、来場者投票にて決定する「特別賞」は、9 月 4 日まで受付
けとし、9 月中旬頃発表予定です。皆様もぜひ来場者投票をお願い
します。
　　　　　　　　　　　　問交流センター山びこ　☎（52）2165

▲【三島町長賞】　「工人」
　　　　鈴木　孝二　様（会津若松市）

▲【教育長賞】
　　「春の女神　可憐」
　　鳥海　陽太郎　様（いわき市）

▲【三島町写真クラブ『写団道奥 21』会長賞】
　　「桐の花咲く高清水の里 ( 母 )」
　　　　　門林　泰志郎　様（いわき市）

◀【交流センター山びこ賞】
　　「街を守りて」柏舘　健　様（いわき市）

▼【交流センター山びこ賞】
　　「川を引き裂く」
　　　　　　油井　拓摩 　様（東京都）

『撮』っておきのみしま町
第 6 回

フォトコンテスト 2016 入賞作品

　8 月 2 日㊋～ 9 月４日㊐

　まで応募全作品を展示し

　ます。
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お
盆
に
な
る
と
～
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お
盆
に
な
る
と
三
島
町
で
は
、
普
段
の
倍
以
上
の
人
口

に
な
り
ま
す
。
私
の
住
む
高
清
水
地
区
は
、
十
年
前
は
、

3
倍
以
上
の
人
口
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
倍
程

度
で
す
。
減
少
の
原
因
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

三
島
町
を
離
れ
た
人
が
高
齢
と
な
り
、
帰
郷
が
ま
ま
な
ら

な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
二
十
五
年
前
頃

は
、
帰
省
者
が
自
信
に
満
ち
た
話
と
「
都
会
の
香
」
を
持

ち
帰
り
、都
会
の
開
放
的
で
ス
マ
ー
ト
な
多
重
文
化
の「
向

都
志
向
」
に
憧
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
8
月
に
入
る
と

「
早
く
来
い
来
い
お
盆
」
と
心
の
中
で
唱
え
、
旧
友
等
に

逢
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
頃
の
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
日
本
の
「
社

会
の
価
値
」
は
、
経
済
至
上
主
義
中
心
で
、「
よ
り
合
理

的
に
」
や
「
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
」、「
実
態
の
な
い
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
」
そ
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
」
等
々
の
言
葉
が

新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
こ
の
よ
う
な
情
況
で
、
地
方
創
生
の
中
で
生

き
て
い
る
我
々
は
「
今
よ
り
も
幸
福
」
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
経
済
も
大
事
で
す
が
、
成
熟
し

た
日
本
に
お
い
て
は
、
幸
福
や
地
域
と
い
う
概
念
の
価
値

が
必
要
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

帰
省
者
の
皆
さ
ん
「
三
島
町
に
お
帰
り
な
さ
い
」。
皆

さ
ん
の
生
ま
れ
た
三
島
町
で
ゆ
っ
く
り
英
気
を
養
っ
て
下

さ
い
。
我
々
は
三
島
町
の
時
間
の
中
で
、
帰
省
者
の
皆
さ

ん
が
育
ん
で
き
た
す
べ
て
の
空
間
を
大
切
に
し
、
こ
の
地

に
生
き
、
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
「
文
化
」
を
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
「
幸
福
感
」
と
い
う
価
値
を
町
づ
く
り
の

中
で
位
置
づ
け
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
非
常
に

困
難
な
課
題
で
す
が
、
三
島
町
の
創
造
の
た
め
に
帰
省
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成
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